
 

 

私立高校の入試を終えて 

私立高校の入試がほぼ終わり、結果の報告が皆さんから届きました。 

専願で私立高校に合格した人は、これから引き続き３年間、毎日学校で勉

強するという生活が決まったわけです。４月からの高校生活が楽しいものに

なるかは、授業がよくわかるかにかかってきます。そして、よくわかるため

には、４月までどれだけちゃんと勉強を続けられるかが、重要なポイントに

なります。合格したから、進路が決まったからと言って 

浮かれることなく、今までどおり授業を大切にして過ごし 

ましょう。それがまた、まだ進路が決まっていないため、 

不安な日々を過ごしているクラスの仲間への 

一番の思いやりであり、自分を大切にすることでも 

あります。 

 

 

 

 

 

※この学年だよりは「豊中市立第一中学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」からもご覧いただけます。 

卒業式まであと・・・２５日 

 今年の 2月は「閏年（うるうどし）」ということで29日までありますが、それで

も卒業式の行われる3月 13日（金）までは、今日を入れても、あと2５日しかあ

りません。実際に一中に登校する日は、土日や祝日、また公立高校を受験する人は入

試の日、などを除くと、もっと少なくなります。 

 

小学校の卒業とは違って、中学校を卒業すると、幼稚園や保育所からずっと一緒に

過ごしてきた仲間たちと、違う進路へ進む人が多くなります。また、一緒になったの

は中学校からでも、クラスやクラブで泣いたり笑ったり、励まし合って強い絆を結ん

だ友だちとも、離れ離れになってしまうことが多いです。 

 

だからこそ、卒業までの残りの日々、周りを大切に過ごしましょう。それが自分を

大切にすることにもなります。「最後だから好きにさせて」「最後だからどうでもいい」

というのは自分勝手な考え方です。3年生になってから10か月、クラスの人と親し

くなった分、周りに甘えていませんか。わがままを言っていませんか。最後だからこ

そ、周りを思いやって過ごしましょう。 
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合唱コンまであと・・・１０日 

皆さんにとっては中学校で三回目の、そして、最後の合唱コンクールが近

づいてきています。 

卒業後の進路先によっては、もう2度と合唱をすることがない人もいるか

もしれません。悔いのないように、そして、クラスの人と心を一つにして歌

えるように、練習を積み重ねていきましょう。 

ピアノを使って練習をできるのは本番直前の練習を入れても、あと3回で 

す。学芸委員は1回 1回の練習で確実に良くなってい

けるように、細かく計画を立てましょう。また、 

練習場所を移動するときは、お互いに声をかけ合 

ってすばやく移動し、練習時間を無駄にしないよ 

うにしましょう。歌詞を覚えたかどうか、休み時 

間に確認し合うのもいいですね。 

公立高校特別選抜まであと・・・３日 

公立高校一般選抜まであと・・・２３日 

先週の学年朝礼でも話があったように、私立高校の入試は、ほぼ終わりま

したが、それで全員の進路が決まったわけではありません。公立高校の入試

が控えている人はたくさんいます。クラス全員の進路が決まるまで、お互い

に支え合っていきましょう。 


